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 ごみゼロプラン推進委員会の開催状況 資料１

開催回 開催日 議題等 

第１回 H18. 1. 1 
・県内のごみ処理状況について 

・平成 17 年度のプラン推進の取組状況と今後の取組方向について 

第２回 H18. 3.22 
・平成 17 年度のごみゼロプラン推進の取組について 

・平成 18 年度事業の進め方について 

第３回 H18. 6.29 

・平成 17 年度のごみの現状について 

・平成 17 年度モデル事業について 

・平成 18 年度事業について 

・プラン全体の評価・検証について 

・ごみゼロ白書について 

第４回 H18.11.17 

・ごみゼロプラン進捗状況の点検・評価について 

・ごみゼロ白書について 

・プラン数値目標の見直しの基本的な考え方について 

第５回 H19. 3.19 

・平成 18 年度のごみゼロプラン推進の取組について 

・平成 19 年度の事業について 

・平成 19 年度のスケジュールについて 

・来年度の「ごみゼロ白書」の作成について 

第６回 H19. 6.29 

・県内のごみ処理状況について(平成 18年度速報値) 

・平成 18 年度ごみゼロプラン推進モデル事業の取組結果について 

・平成 19 年度ごみゼロプラン推進モデル事業の実施計画について 

・ごみ処理システム最適化 

第７回 H20. 1.24 

・平成 18 年度プラン進捗状況の点検・評価 

・平成 19 年度版ごみゼロレポート 

・平成 19 年度プラン推進モデル事業、廃棄物会計の取組、 

地域交流会・行政連絡会議・堆肥化講座の開催、ごみゼロ 

フォーラムの開催、普及・啓発活動の取組状況 

県民・事事業者セミナー(開催計画) 

第８回 H20. 3.24 

・平成 19 年度ごみゼロプラン推進の取組状況について 

・市町ごみ処理システム最適化(廃棄物会計等) 

・ごみゼロセミナー、地域交流会等の開催状況 

・県民意識調査結果の概要 

・平成 20 年度事業計画・スケジュール、当初予算概要 

第９回 H20. 6.20 

・県内のごみ処理状況について(平成 19年度速報値) 

・平成 19 年度ごみゼロプラン推進モデル事業の成果・実績報告 

・ごみ有料化市町のごみ量の推移状況について 

・平成 20 年度のごみゼロプラン推進の取組 

第１０回 H20.10.10 

・平成 19 年度プランの進捗状況の点検・評価（案） 

・平成 20 年度版ごみゼロレポート(案) 

・平成 20 年度のプラン推進の取組 

第１１回 H21. 3.12 

・平成 20 年度ごみゼロプラン推進の取組状況 

・平成 21 年度のプラン推進について(平成 21年度スケジュール、 

平成 21年度当初予算概要、普及啓発の取組 

第１２回 H21. 6.25 

・県内のごみ処理状況について(平成 20年度速報値) 

・平成 20 年度ごみゼロプラン推進モデル事業の実績報告 

・平成 21 年度プラン普及啓発・情報発信の取組 
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開催回 開催日 議題等 

第１３回 H21.11.20 
・ごみゼロプラン進捗状況(平成 20年度取組)の点検・評価(案) 

・平成 21 年度モデル事業等の取組 

第１４回 H22. 3.16 
・平成 21 年度ごみゼロプラン推進の取組状況について 

・平成 22 年度のプラン推進について 

第１５回 H22. 5.25 

・県内のごみ処理状況について 

・平成 21 年度ごみゼロプラン推進モデル事業の実績報告について 

・ごみゼロプランの見直しについて 

第１６回 H22. 7. 9 

・「ごみゼロ社会実現プラン」改定項目について 

・平成 22 年度県民意識調査･事業者意識調査、ごみ組成分析調査 

の結果報告について(速報値) 

・平成 22 年度啓発事業等の取組について 

第１７回 H22. 8.20 
・「ごみゼロ社会実現プラン」数値目標の見直しについて 

・平成 22 年度ごみ減量化等に関する先進事例調査結果について 

第１８回 H22. 9. 6 
・「ごみゼロ社会実現プラン」改定に係る中間報告素案について 

・平成 22 年度 地域ごみゼロ推進交流会等啓発事業の取組について 

第１９回 H22.11.19 

・「ごみゼロ社会実現プラン」改定中間案について 

・ごみゼロプラン進捗状況(平成 21年度)の点検･評価(案)について 

・平成 22 年度版ごみゼロレポート(案)について 

第２０回 H23. 2.14 

・「ごみゼロ社会実現プラン」改定最終報告案について 

・平成 22 年度ごみゼロプラン推進モデル事業の進捗状況について 

・平成 22 年度ごみゼロフォーラムの開催結果 

第２１回 H23. 8.10 

・「ごみゼロ社会実現プラン」(H23.3 改定)について 

・県内のごみ処理状況について(平成 22年度速報値) 

・平成 22 年度ごみゼロプラン推進モデル事業の実績報告について 

・「もったいない」普及啓発事業について 

・先進市町との意見交換 

第２２回 H23.10.19 

・名張市のごみゼロに向けた取組について 

・名張市との意見交換 

・堆肥化事業者(近畿環境サービス(株))の取組について 

・堆肥化事業者(近畿環境サービス(株))の意見交換について 

・堆肥化施設視察 

第２３回 H23.11.21 

・ごみゼロ社会実現プランの進捗状況(平成 22年度の取組)の点検・ 

評価(案)について 

・平成 23 年度ごみゼロレポート(案)について 

第２４回 H24. 3.26 

・市町ごみ処理カルテの改良について 

・生ごみ資源化の手法別効果について 

・もったいない普及啓発事業について 

・一般廃棄物行政連絡会議の概要について 

・平成 24 年度当初予算(案)および事業スケジュール(案)について 

第２５回 H24. 7. 9 
・平成 23 年度のごみ処理状況等 

・平成 24 年度の取組方向 

第２６回 H25. 1.10 

・ごみゼロ社会実現プランの進捗状況の第７回点検･評価(案) 

について 

・平成 24 年度の県のごみゼロ施作の取組状況について 

・平成 25 年度のごみゼロ施策に関する取組方向案について 
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開催回 開催日 議題等 

第２７回 H25. 3.25 
・民間資源回収量実態調査の結果について 

・平成 25 年度のごみゼロ施策に関する取組方向について 

第２８回 H25. 8.27 

・平成 24 年度のごみ処理状況等 

・平成 25 年度の取組方向 

・その他(バイオマス系廃棄物等に係る再資源化等事業化推進、 

小型家電リサイクル法の施行状況) 

第２９回 H25.11.21 
・ごみゼロ社会実現プランの進捗状況の第８回点検･評価について 

・平成 25 年度の取組の進捗状況について 

第３０回 H26. 3. 3 
・平成 25 年度のごみゼロ施作の取組結果について 

・平成 26 年度のごみゼロ施策に関する取組方向について 

第３１回 H26.10. 6 

・平成 25 年度のごみ処理状況等について 

・平成 26 年度の取組方向について 

・その他(バイオマス系廃棄物等に係る再資源化等推進事業) 

第３２回 H26.11.20 

・ごみゼロ社会実現プランの進捗状況の第９回点検･評価(最終案) 

について 

・平成 26 年度の取組状況について 

(もったいないかみしばいの審査結果) 

第３３回 H27. 2.19 
・平成 26 年度のごみゼロ施策の取組結果について 

・平成 27 年度のごみゼロ施作の取組計画について 

第３４回 H27. 9.16 
・三重県廃棄物処理計画 中間案について 

・ごみゼロ社会実現プランの進捗状況の第 10 回点検･評価について 

第３５回 H27.11.20 

・ごみゼロ社会実現プランの進捗状況の第 10 回点検･評価について 

・各主体の取組(生ごみのたい肥化、リサイクル活動の取組、 

循環型社会形成に向けて協働で取組べきこと) 
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 モデル事業の取組 資料２
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を

検
討

し
て

い
き

た
い

各
市

町
の

地
域

経
済

を
支

え
る

産
業

の
特

色
に

応
じ

、
事

業
系

廃
棄

物
の

排
出

実
態

を
把

握
す

る
こ

と
は

減
量

化
・

資
源

化
や

手
数

料
体

系
等

を
検

討
す

る
う

え
で

重
要

で
あ

る
。

ま
た

事
業

者
の

リ
サ

イ
ク

ル
等

へ
の

意
識

を
把

握
す

る
こ

と
は

、
各

市
町

の
ご

み
資

源
化

等
の

施
策

の
方

向
性

を
決

め
る

際
に

重
要

で
あ

る

4

家
庭

系
ご

み
ご

み
処

理
シ

ス
テ

ム

有
料

化
家

庭
ご

み
の

有
料

化
制

度
の

導
入

検
討

H
1
7

伊
賀

市

―

2
,
8
1
3

千
円

・
受

益
者

負
担

に
よ

る
ご

み
減

量
化

・
分

別
や

リ
サ

イ
ク

ル
等

の
意

識
啓

発

市
民

6
0
名

か
ら

成
る

ご
み

減
量

化
・

リ
サ

イ
ク

ル
等

推
進

委
員

会
で

の
検

討
、

住
民

説
明

を
経

て
H
1
9
年

1
月

か
ら

有
料

化
（

4
5
L
袋

あ
た

り
2
0
円

等
）

を
実

施
。

ま
た

外
国

語
版

を
含

む
ご

み
分

別
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成

可
燃

ご
み

の
量

は
、

有
料

化
前

の
H
1
8
年

と
比

べ
て

、
H
1
9
～

H
2
2
年

の
各

年
で

減
少

が
見

ら
れ

た

市
民

参
加

の
委

員
会

や
先

進
地

視
察

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に

よ
り

検
討

を
行

っ
て

き
た

た
め

住
民

説
明

会
等

で
ご

み
有

料
化

の
必

要
性

等
に

つ
い

て
市

民
の

理
解

を
得

る
こ

と
に

苦
労

し
た

―

H
1
9
年

の
有

料
化

以
降

可
燃

ご
み

の
量

は
減

少
傾

向
に

あ
っ

た
が

、
減

少
幅

の
鈍

化
が

み
ら

れ
る

た
め

、
更

な
る

分
別

の
徹

底
の

た
め

の
啓

発
な

ど
が

必
要

で
あ

る

伊
賀

市
の

ほ
か

鳥
羽

市
や

名
張

市
な

ど
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
有

料
化

に
よ

る
ご

み
削

減
効

果
は

大
き

い
た

め
、

各
市

町
の

実
情

に
応

じ
た

有
料

化
制

度
の

検
討

が
期

待
さ

れ
る

各
市

町
の

地
域

経
済

を
支

え
る

産
業

の
特

色
に

応
じ

、
事

業
系

ご
み

に
つ

い
て

組
成

や
有

効
活

用
に

つ
い

て
実

態
を

把
握

す
る

こ
と

は
、

減
量

化
・

資
源

化
に

向
け

て
重

要
で

あ
り

、
適

切
な

手
数

料
体

系
の

設
定

に
関

す
る

参
考

資
料

と
な

り
得

る
と

考
え

ら
れ

る
。
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 番 号
区

分
分

類
タ

ー
ゲ

ッ
ト

モ
デ

ル
事

業
名

年 度
市

町
名

事
業

費
補

助
額

ね
ら

い
概

要
成

果
成

功
要

因
苦

労
し

た
点

浮
か

び
上

が
っ

た
課

題
そ

の
後

の
経

過
他

市
町

へ
の

普
及

検
討

5

家
庭

系
ご

み
減

量
化

・
資

源
化

生
ご

み
生

ご
み

堆
肥

化
シ

ス
テ

ム
実

証
実

験

H
1
7

紀
宝

町
7
,
5
3
3

千
円

3
,
6
8
5

千
円

町
全

域
で

の
生

ご
み

の
分

別
収

集
と

堆
肥

化
に

よ
る

ご
み

の
減

量
化

町
内

に
モ

デ
ル

地
区

を
設

定
し

生
ご

み
の

分
別

収
集

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

実
験

処
理

施
設

を
整

備
し

て
生

ご
み

の
堆

肥
化

に
係

る
実

証
試

験
を

実
施

現
在

、
町

内
1
5
0
世

帯
が

生
ご

み
の

分
別

収
集

・
堆

肥
化

に
参

加
。

H
2
2
年

度
の

生
ご

み
収

集
量

は
3
2
ト

ン

住
民

説
明

を
通

じ
て

住
民

の
減

量
化

・
リ

サ
イ

ク
ル

へ
の

意
識

が
向

上
し

理
解

・
協

力
が

得
ら

れ
た

こ
と

協
力

世
帯

が
少

な
く

収
集

量
が

少
な

い
時

期
が

続
い

た
こ

と

分
別

の
徹

底
、

分
別

方
法

の
周

知
と

住
民

の
理

解

町
全

域
で

の
生

ご
み

分
別

収
集

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

、
H
2
1

年
に

生
ご

み
堆

肥
化

推
進

委
員

会
の

設
置

、
H
2
2
年

に
同

委
員

会
で

の
検

討
結

果
の

報
告

書
を

ま
と

め
た

モ
デ

ル
地

区
を

設
定

し
生

ご
み

の
分

別
収

集
・

堆
肥

化
に

つ
い

て
取

り
組

む
た

め
の

参
考

事
例

で
あ

る
。

各
市

町
の

世
帯

数
や

都
市

化
の

度
合

、
堆

肥
の

需
要

な
ど

市
町

の
実

情
に

応
じ

た
検

討
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
地

域
内

に
堆

肥
化

事
業

者
が

存
在

す
る

な
ど

の
環

境
が

整
っ

た
市

町
で

は
検

討
の

余
地

が
あ

る
の

で
は

6

家
庭

系
ご

み
施

設
整

備
生

ご
み

、
資

源
物

リ
サ

イ
ク

ル
パ

ー
ク

整
備

・
運

営
事

業

H
1
8

鳥
羽

市
2
6
,
2
0

7
千

円
1
0
,
9
5

6
千

円
・

N
P
O
が

運
営

主
体

の
リ

サ
イ

ク
ル

パ
ー

ク
を

整
備

し
生

ご
み

の
堆

肥
化

を
推

進 ・
資

源
物

の
回

収
拠

点
や

環
境

情
報

の
発

信
な

ど
市

民
の

交
流

の
場

を
目

指
す

家
庭

の
生

ご
み

の
削

減
と

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

の
た

め
、

計
画

段
階

か
ら

市
民

の
意

見
を

取
り

入
れ

、
N
P
O
が

運
営

主
体

と
な

る
リ

サ
イ

ク
ル

パ
ー

ク
を

整
備

し
た

。
ま

た
資

源
物

の
回

収
拠

点
や

環
境

教
室

を
設

置
す

る
こ

と
で

市
民

の
交

流
の

場
を

目
指

す

現
在

で
は

、
リ

サ
イ

ク
ル

パ
ー

ク
利

用
者

が
延

べ
1
0
万

人
を

超
え

、
資

源
ご

み
の

回
収

量
も

年
々

増
加

し
、

ま
た

生
ご

み
堆

肥
化

ケ
ー

ス
「

ひ
な

た
ぼ

っ
こ

」
の

利
用

も
4
9
5台

と
な

る
な

ど
リ

サ
イ

ク
ル

パ
ー

ク
が

市
民

に
広

く
利

用
さ

れ
て

い
る

持
ち

込
ん

だ
紙

類
の

重
さ

に
応

じ
て

地
域

の
商

店
街

で
の

買
物

利
用

ポ
イ

ン
ト

を
加

算
す

る
な

ど
、

リ
サ

イ
ク

ル
意

識
を

高
め

る
工

夫
を

し
て

い
る

―

N
P
O
に

管
理

運
営

を
委

託
し

て
い

る
が

、
構

成
員

の
高

齢
化

に
よ

る
後

継
者

不
足

が
危

惧
さ

れ
る

リ
ユ

ー
ス

シ
ョ

ッ
プ

の
運

営
、

H
2
1
年

の
堆

肥
舎

の
増

設
、

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
な

ど
取

組
を

拡
大

し
て

い
る

生
ご

み
堆

肥
化

や
資

源
ご

み
回

収
な

ど
の

地
域

の
リ

サ
イ

ク
ル

拠
点

を
作

る
と

い
う

コ
ン

セ
プ

ト
、

管
理

運
営

面
で

の
N
P
O
と

の
連

携
・

協
働

、
地

域
の

商
店

街
と

の
連

携
に

よ
る

リ
サ

イ
ク

ル
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

づ
く

り
な

ど
い

く
つ

か
の

参
考

と
な

る
要

素
が

含
ま

れ
る

取
組

と
い

え
る

7

家
庭

系
ご

み
減

量
化

・
資

源
化

ガ
ラ

ス
・

陶
磁

器
く

ず

埋
立

ご
み

（
ガ

ラ
ス

等
）

の
分

別
収

集
シ

ス
テ

ム
検

討
事

業

H
1
9

伊
勢

市
1
,
8
1
1

千
円

9
0
5
千

円
・

年
間

約
1
,
0
0
0
ト

ン
の

埋
立

ご
み

の
半

分
以

上
を

占
め

る
と

推
定

さ
れ

る
ガ

ラ
ス

・
陶

磁
器

類
の

新
た

な
リ

サ
イ

ク
ル

処
理

ル
ー

ト
を

確
保

・
市

に
よ

る
分

別
収

集
に

加
え

、
モ

デ
ル

的
に

自
治

会
の

集
団

回
収

に
よ

る
収

集
シ

ス
テ

ム
を

構
築

・
今

ま
で

埋
立

処
分

さ
れ

て
い

た
ガ

ラ
ス

・
陶

磁
器

類
に

つ
い

て
民

間
に

よ
る

リ
サ

イ
ク

ル
処

理
先

を
確

保
・

新
た

な
分

別
収

集
区

分
に

よ
る

回
収

を
行

う
と

と
も

に
、

モ
デ

ル
的

に
2

カ
所

の
資

源
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

設
け

自
治

会
に

よ
る

集
団

回
収

を
実

施

リ
サ

イ
ク

ル
処

理
実

施
前

の
H
1
8
年

に
は

埋
立

処
分

さ
れ

る
不

燃
ご

み
破

砕
残

渣
量

は
7
2
7
ト

ン
で

あ
っ

た
が

、
リ

サ
イ

ク
ル

処
理

実
施

後
の

H
1
9
年

に
は

2
7
0
ト

ン
と

劇
的

に
減

少
し

、
直

近
の

H
2
3
年

は
1
6
8
ト

ン
ま

で
減

少
し

た
。

ま
た

自
治

会
に

よ
る

資
源

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
運

営
と

集
団

回
収

は
広

が
り

を
見

せ
、

H
2
3
年

度
末

に
4
2
カ

所
に

拡
大

自
治

会
に

は
売

却
益

が
入

り
、

市
は

収
集

業
務

の
効

率
化

が
図

れ
る

と
い

う
利

害
の

一
致

が
あ

っ
た

た
め

自
治

会
の

主
体

性
が

求
め

ら
れ

た
た

め
、

自
治

会
と

の
合

意
形

成
や

理
解

を
得

る
の

に
時

間
を

費
や

し
た

・
集

約
化

に
伴

う
生

活
弱

者
等

の
ご

み
出

し
支

援
策

・
自

治
会

組
織

内
で

の
後

継
者

の
育

成

リ
サ

イ
ク

ル
処

理
の

実
施

に
よ

り
埋

立
処

分
量

が
激

減
す

る
と

と
も

に
、

自
治

会
に

よ
る

資
源

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
運

営
と

集
団

回
収

の
実

施
も

広
が

り
を

見
せ

、
市

の
収

集
業

務
の

効
率

化
に

寄
与

し
た

埋
立

ご
み

の
う

ち
の

多
く

を
占

め
て

い
た

ガ
ラ

ス
・

陶
磁

器
類

に
着

目
し

た
こ

と
、

民
間

リ
サ

イ
ク

ル
業

者
を

う
ま

く
活

用
し

た
こ

と
、

自
治

会
に

売
却

益
を

還
元

す
る

こ
と

で
集

団
回

収
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
生

み
出

し
市

の
収

集
業

務
の

効
率

化
に

つ
な

げ
た

こ
と

が
成

功
の

要
因

と
考

え
ら

れ
る

。
他

の
市

町
で

も
、

ガ
ラ

ス
・

陶
磁

器
類

は
埋

立
処

分
し

て
い

る
と

こ
ろ

が
多

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
検

討
の

余
地

は
大

き
い

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
自

治
会

や
民

間
事

業
者

な
ど

の
活

用
の

仕
方

な
ど

も
参

考
に

な
る

の
で

は
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 番 号
区

分
分

類
タ

ー
ゲ

ッ
ト

モ
デ

ル
事

業
名

年 度
市

町
名

事
業

費
補

助
額

ね
ら

い
概

要
成

果
成

功
要

因
苦

労
し

た
点

浮
か

び
上

が
っ

た
課

題
そ

の
後

の
経

過
他

市
町

へ
の

普
及

検
討

8
-
1

8
-
2

8
-
3

家
庭

系
ご

み
減

量
化

・
資

源
化

容
器

包
装

（
レ

ジ
袋

）

レ
ジ

袋
有

料
化

検
討

事
業

H
1
9

H
2
0

伊
勢

市

伊
賀

市
名

張
市

松
阪

市
ほ

か
5
町

―

4
7
9
千

円 7
2
7
千

円 7
5
6
千

円

レ
ジ

袋
の

削
減

と
マ

イ
バ

ッ
グ

持
参

を
推

進
す

る
取

組
を

通
じ

て
住

民
の

ご
み

削
減

や
地

球
温

暖
化

防
止

へ
の

意
識

を
醸

成
す

る

伊
勢

市
は

単
独

で
、

伊
賀

市
と

名
張

市
は

連
携

し
な

が
ら

、
松

阪
市

と
隣

接
5
町

は
共

同
で

、
そ

れ
ぞ

れ
住

民
・

事
業

者
・

行
政

に
よ

る
検

討
会

を
経

て
協

定
方

式
に

よ
る

レ
ジ

袋
有

料
化

を
実

施

伊
勢

市
で

は
H
1
9
年

9
月

か
ら

、
伊

賀
市

・
名

張
市

で
は

H
2
0
年

7
月

か
ら

、
松

阪
地

域
で

は
H
2
0

年
1
1
月

か
ら

レ
ジ

袋
有

料
化

が
実

施
さ

れ
、

レ
ジ

袋
辞

退
率

も
9
0
%
前

後
と

高
い

率
で

推
移

し
て

い
る

住
民

、
事

業
者

、
商

工
団

体
、

行
政

、
学

識
者

等
を

巻
き

込
ん

だ
社

会
的

な
運

動
と

し
て

展
開

で
き

た
こ

と
。

住
民

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
か

っ
た

こ
と

他
県

の
店

舗
と

の
取

扱
に

差
が

出
る

こ
と

に
対

す
る

事
業

者
の

理
解

、
P
R
や

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
精

力
的

に
実

施

・
レ

ジ
袋

の
代

わ
り

に
段

ボ
ー

ル
を

も
ら

う
な

ど
不

要
な

も
の

を
持

ち
帰

っ
て

し
ま

う
こ

と ・
コ

ン
ビ

ニ
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
等

の
参

画
・

収
益

金
の

使
途

万
引

対
策

等
の

理
由

で
脱

会
す

る
事

業
者

も
あ

る
も

の
の

、
マ

イ
バ

ッ
グ

運
動

は
確

実
に

住
民

に
定

着
し

て
き

て
い

る

H
1
9
年

の
伊

勢
市

を
皮

切
り

に
レ

ジ
袋

有
料

化
の

取
組

は
県

下
各

地
域

へ
広

が
り

を
見

せ
、

現
在

、
県

内
全

2
9
市

町
に

お
い

て
実

施
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

レ
ジ

袋
辞

退
率

も
9
0
%
前

後
で

推
移

し
、

住
民

に
定

着
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

こ
れ

だ
け

広
が

り
を

見
せ

た
の

は
、

自
分

の
小

さ
な

行
動

が
環

境
保

全
に

寄
与

す
る

と
い

う
コ

ン
セ

プ
ト

の
わ

か
り

や
す

さ
が

あ
っ

た
か

ら
で

し
ょ

う

9

家
庭

系
ご

み
ご

み
処

理
シ

ス
テ

ム

離
島

ご
み

島
内

に
お

け
る

資
源

循
環

モ
デ

ル
検

討
事

業

H
2
1

鳥
羽

市
1
0
,
8
8

5
千

円
5
,
4
4
2

千
円

・
離

島
で

の
資

源
循

環
を

確
立

す
る

こ
と

で
ご

み
減

量
化

を
図

る ・
本

土
へ

の
ご

み
運

搬
コ

ス
ト

の
削

減

離
島

を
持

つ
鳥

羽
市

で
は

廃
棄

物
の

収
集

運
搬

コ
ス

ト
の

削
減

を
め

ざ
し

、
住

民
、

自
治

会
、

行
政

が
連

携
し

て
、

生
ご

み
処

理
機

を
使

っ
た

堆
肥

化
に

よ
る

島
内

資
源

循
環

モ
デ

ル
事

業
を

神
島

に
て

実
施

本
事

業
の

実
施

に
よ

り
神

島
町

の
生

ご
み

は
約

4
5
ト

ン
削

減
さ

れ
、

廃
棄

物
の

運
搬

コ
ス

ト
の

抑
制

に
寄

与
し

た
。

住
民

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
り

島
内

で
の

堆
肥

利
用

（
家

庭
菜

園
や

園
芸

）
が

見
込

め
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

こ
と

―

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

（
電

気
代

や
機

器
保

守
点

検
・

修
繕

費
用

）
の

負
担

で
き

た
堆

肥
は

無
料

で
住

民
に

提
供

さ
れ

島
の

畑
で

活
用

さ
れ

る
な

ど
離

島
内

で
積

極
的

に
取

り
組

ま
れ

て
い

る

鳥
羽

市
内

の
他

の
離

島
や

離
島

を
持

つ
他

の
地

域
、

ま
た

離
島

で
な

く
と

も
市

町
内

の
小

規
模

集
落

へ
の

応
用

が
可

能
な

事
例

と
考

え
ら

れ
る

1
0

家
庭

系
ご

み
ご

み
処

理
シ

ス
テ

ム

収
集

シ
ス

テ
ム

福
祉

・
地

域
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

た
ご

み
収

集
シ

ス
テ

ム
等

検
討

事
業

H
2
1

名
張

市
8
4
5
千

円
4
2
2
千

円
・

効
率

的
な

ご
み

収
集

シ
ス

テ
ム

の
構

築
の

た
め

、
戸

別
収

集
か

ら
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
方

式
へ

変
更

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

ご
み

出
し

支
援

と
高

齢
者

世
帯

等
の

安
否

確
認

市
内

全
域

の
収

集
方

式
を

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

方
式

に
変

更
。

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
ご

み
出

し
支

援
と

高
齢

者
世

帯
等

の
安

否
確

認
の

実
施

高
齢

者
等

の
安

否
確

認
を

兼
ね

た
ご

み
出

し
支

援
事

業
に

よ
り

、
市

内
全

域
の

ご
み

収
集

方
式

を
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
方

式
に

統
一

す
る

こ
と

が
で

き
、

収
集

業
務

の
効

率
性

、
経

済
性

、
安

全
性

等
が

向
上

地
域

住
民

の
理

解
、

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
協

力
が

得
ら

れ
た

こ
と

拠
点

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
場

所
の

確
保

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
従

事
者

の
確

保
と

育
成

指
導

・
収

集
作

業
が

重
労

働
で

あ
り

、
業

務
と

対
価

の
バ

ラ
ン

ス
や

従
事

者
確

保
に

苦
慮

・
従

事
者

の
交

代
に

伴
う

ご
み

の
取

り
忘

れ
や

安
否

確
認

の
も

れ
・

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
集

積
し

た
後

に
判

明
し

た
分

別
区

分
違

い
へ

の
対

処
・

収
集

時
の

住
民

と
の

ト
ラ

ブ
ル

市
内

全
域

が
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
方

式
に

統
一

さ
れ

た
が

、
今

後
急

速
に

高
齢

化
が

進
む

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
福

祉
施

策
と

し
て

の
現

行
制

度
に

加
え

受
益

者
負

担
に

よ
る

ご
み

出
し

支
援

制
度

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
約

7
0
0
世

帯
に

も
及

ぶ
ご

み
戸

別
収

集
・

安
否

確
認

を
行

う
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

常
時

・
継

続
的

に
確

保
す

る
こ

と
は

困
難

と
な

っ
た

福
祉

政
策

も
含

め
た

収
集

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
地

域
住

民
や

自
治

会
を

交
え

た
更

な
る

検
討

が
求

め
ら

れ
、

行
政

と
地

域
の

役
割

分
担

、
収

集
業

務
の

効
率

的
手

法
や

高
齢

世
帯

へ
の

対
応

等
の

課
題

整
理

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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 番 号
区

分
分

類
タ

ー
ゲ

ッ
ト

モ
デ

ル
事

業
名

年 度
市

町
名

事
業

費
補

助
額

ね
ら

い
概

要
成

果
成

功
要

因
苦

労
し

た
点

浮
か

び
上

が
っ

た
課

題
そ

の
後

の
経

過
他

市
町

へ
の

普
及

検
討

1
1

家
庭

系
ご

み
減

量
化

・
資

源
化

生
ご

み
生

ご
み

等
の

回
収

及
び

資
源

化
シ

ス
テ

ム
の

実
証

実
験

事
業

H
2
2

名
張

市
3
,
4
5
7

千
円

1
,
4
6
1

千
円

生
ご

み
の

分
別

収
集

と
民

間
施

設
で

の
堆

肥
化

の
本

格
実

施
に

向
け

て
の

課
題

の
抽

出
と

対
応

策
の

検
討

の
た

め
実

証
実

験
を

実
施

市
内

2
3
地

区
（

1
,
9
6
3
世

帯
）

を
モ

デ
ル

地
区

に
選

定
し

、
週

2
回

の
燃

や
す

ご
み

の
う

ち
週

1
回

を
生

ご
み

専
用

収
集

日
に

指
定

。
各

戸
に

お
い

て
水

切
り

し
た

生
ご

み
を

生
分

解
性

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
の

専
用

袋
で

収
集

し
民

間
堆

肥
化

施
設

で
堆

肥
化

。
実

施
期

間
は

約
3
か

月

試
行

期
間

中
に

約
1
8
.
6
ト

ン
の

生
ご

み
を

資
源

化
。

事
業

実
施

後
の

参
加

世
帯

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
生

ご
み

分
別

収
集

に
つ

い
て

の
課

題
が

明
ら

か
に

な
っ

た

事
前

説
明

会
を

延
べ

4
0
回

開
催

し
、

市
民

に
理

解
を

求
め

た
と

こ
ろ

当
初

予
定

の
1
,
0
0
0
世

帯
を

上
回

る
1
,
9
63
世

帯
の

応
募

が
あ

っ
た

こ
と

4
0
回

の
住

民
説

明
会

の
実

施
、

収
集

時
や

運
搬

時
の

液
垂

れ
対

策
、

に
お

い
対

策

・
生

分
解

性
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

袋
は

劣
化

が
早

く
、

ま
た

コ
ス

ト
も

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

製
に

比
べ

4
倍

高
か

っ
た

こ
と ・

燃
や

す
ご

み
の

日
を

週
2
回

か
ら

1
回

に
減

ら
し

た
こ

と
に

よ
る

お
む

つ
等

の
長

期
保

管
困

難
物

へ
の

対
応

・
夏

場
の

に
お

い
へ

の
不

安

夏
場

の
生

ご
み

分
別

収
集

の
課

題
を

検
証

す
る

た
め

H
2
3
年

7
月

か
ら

2
カ

月
間

夏
季

生
ご

み
資

源
化

試
行

事
業

を
実

施
し

、
こ

の
2

回
の

試
行

を
踏

ま
え

、
本

格
実

施
へ

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

る

生
ご

み
の

分
別

収
集

に
向

け
て

、
課

題
や

留
意

事
項

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
各

市
町

の
世

帯
状

況
、

都
市

化
の

状
況

、
地

域
住

民
の

理
解

、
堆

肥
化

施
設

の
有

無
、

堆
肥

の
需

要
、

費
用

対
効

果
な

ど
を

検
証

し
、

各
市

町
の

実
情

に
応

じ
た

検
討

が
求

め
ら

れ
る

1
2

家
庭

系
ご

み
減

量
化

・
資

源
化

生
ご

み
、

粗
大

ご
み

地
域

密
着

型
生

ご
み

等
の

回
収

・
資

源
化

シ
ス

テ
ム

構
築

検
討

事
業

H
2
2

大
台

町
1
0
,
6
7

8
千

円
4
,
5
1
5

千
円

・
生

ご
み

堆
肥

化
グ

ル
ー

プ
の

育
成

に
よ

る
ご

み
減

量
化

・
粗

大
ご

み
の

リ
ユ

ー
ス

、
リ

サ
イ

ク
ル

町
内

に
生

ご
み

の
堆

肥
化

に
取

り
組

む
グ

ル
ー

プ
を

育
成

し
、

で
き

た
堆

肥
で

野
菜

を
栽

培
し

消
費

す
る

循
環

シ
ス

テ
ム

を
構

築
。

ま
た

粗
大

ご
み

の
リ

ユ
ー

ス
、

リ
サ

イ
ク

ル
を

進
め

る
た

め
広

報
誌

で
情

報
を

紹
介

本
事

業
に

よ
り

生
ご

み
堆

肥
化

に
取

り
組

む
4
つ

の
グ

ル
ー

プ
が

誕
生

し
、

参
加

人
数

が
約

9
0
人

と
な

っ
た

。
堆

肥
化

、
野

菜
の

販
売

を
通

し
、

地
域

の
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

図
れ

た
。

ま
た

粗
大

ご
み

に
つ

い
て

は
、

壊
れ

た
も

の
を

修
理

す
る

「
リ

サ
イ

ク
ル

ク
ラ

ブ
」

が
設

立

コ
ン

ポ
ス

ト
学

校
で

人
材

育
成

を
行

い
、

そ
の

卒
業

生
が

取
組

を
推

進
し

て
い

っ
た

こ
と

参
加

者
を

増
や

す
こ

と
・

町
全

体
へ

浸
透

し
な

い
・

小
規

模
の

事
業

系
生

ご
み

の
処

理

コ
ン

ポ
ス

ト
学

校
の

卒
業

生
が

核
と

な
り

新
規

の
グ

ル
ー

プ
が

生
ま

れ
、

現
在

8
グ

ル
ー

プ
、

約
2
0
0
名

の
町

民
が

活
動

し
て

い
る

。
ま

た
町

民
の

要
望

に
応

じ
堆

肥
化

の
講

習
会

を
実

施
す

る
な

ど
参

加
者

を
増

や
す

取
り

組
み

を
進

め
て

い
る

人
材

育
成

に
よ

り
更

な
る

地
域

住
民

の
活

動
が

促
進

さ
れ

た
こ
と

、
生

ご
み

堆
肥

化
や

野
菜

の
販

売
を

通
じ

て
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

活
性

化
が

図
れ

た
こ

と
な

ど
参

考
に

な
る

の
で

は
。

ま
た

不
用

品
の

修
理

と
リ

ユ
ー

ス
は

他
の

市
町

で
も

始
め

や
す

い
取

組
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

1
3

一
般

廃
棄

物
全

般

施
策

・
計

画
処

理
計

画
市

民
参

画
に

よ
る

ご
み

処
理

基
本

計
画

づ
く

り

H
1
7

桑
名

市
6
,
4
6
9

千
円

2
,
4
5
7

千
円

・
ご

み
行

政
へ

の
市

民
参

画
・

市
民

の
自

主
的

な
行

動
計

画
と

し
て

の
効

果

ご
み

処
理

基
本

計
画

（
計

画
期

間
H
1
8

～
2
7
年

度
）

の
策

定
を

公
募

市
民

等
か

ら
成

る
「

ご
み

処
理

基
本

計
画

策
定

市
民

会
議

」
を

設
置

し
、

市
民

参
画

の
も

と
行

っ
た

市
民

会
議

で
提

案
さ

れ
た

5
つ

の
減

量
方

法
①

レ
ジ

袋
の

削
減

、
②

生
ご

み
堆

肥
化

、
③

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

細
分

化
、

④
環

境
教

育
・

啓
発

推
進

、
⑤

事
業

系
ご

み
削

減
が

盛
り

込
ま

れ
、

市
民

の
自

主
的

な
行

動
計

画
と

し
て

の
効

果
も

期
待

さ
れ

る
も

の
と

な
っ

た

市
民

と
行

政
が

協
働

し
て

計
画

策
定

を
行

う
こ

と
で

、
排

出
者

側
の

意
見

を
反

映
し

た
実

現
可

能
な

計
画

と
な

っ
た

参
画

市
民

へ
の

ご
み

処
理

に
関

す
る

技
術

的
な

知
識

や
情

報
等

の
提

供
と

共
有

・
策

定
期

間
が

1
年

で
は

短
か

っ
た

・
関

係
法

令
、

費
用

対
効

果
、

上
位

計
画

と
の

整
合

性
等

の
理

由
に

よ
り

市
民

の
意

見
で

計
画

に
反

映
で

き
な

い
も

の
も

あ
っ

た

市
民

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
市

民
会

議
で

の
5
つ

の
提

案
に

沿
っ

た
施

策
を

進
め

て
い

る

ご
み

行
政

の
計

画
段

階
か

ら
住

民
参

画
・

協
働

を
図

る
こ

と
で

、
市

民
の

意
識

の
向

上
、

住
民

へ
の

情
報

発
信

、
市

民
目

線
の

意
見

の
反

映
が

図
れ

る
と

と
も

に
、

ご
み

施
策

の
実

施
段

階
に

お
い

て
も

参
画

・
協

働
と

い
っ

た
形

で
住

民
の

協
力

を
得

ら
れ

や
す

い
と

考
え

ら
れ

る
。

計
画

段
階

へ
の

住
民

意
見

の
反

映
と

い
う

こ
と

で
は

パ
ブ

コ
メ

実
施

と
い

う
方

法
も

あ
る

が
限

ら
れ

た
意

見
反

映
に

止
ま

る
た

め
、

市
民

目
線

の
計

画
策

定
を

行
う

た
め

に
は

桑
名

市
の

手
法

は
有

効
な

方
法

と
考

え
る

。
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 番 号
区

分
分

類
タ

ー
ゲ

ッ
ト

モ
デ

ル
事

業
名

年 度
市

町
名

事
業

費
補

助
額

ね
ら

い
概

要
成

果
成

功
要

因
苦

労
し

た
点

浮
か

び
上

が
っ

た
課

題
そ

の
後

の
経

過
他

市
町

へ
の

普
及

検
討

1
4

一
般

廃
棄

物
全

般

施
策

・
計

画
処

理
計

画
町

民
参

画
に

よ
る

ご
み

処
理

基
本

計
画

づ
く

り

H
1
8

東
員

町
1
,
6
8
1

千
円

8
4
0
千

円
・

ご
み

行
政

へ
の

町
民

参
画

・
町

民
の

自
主

的
な

行
動

計
画

と
し

て
の

効
果

ご
み

処
理

基
本

計
画

の
策

定
を

公
募

町
民

等
か

ら
成

る
「

東
員

町
ご

み
ゼ

ロ
プ

ラ
ン

策
定

町
民

会
議

」
を

設
置

し
、

町
民

参
画

の
も

と
行

っ
た

町
民

の
意

見
を

多
く

反
映

し
た

実
現

可
能

で
、

町
民

自
ら

の
行

動
計

画
と

し
て

の
効

果
も

期
待

で
き

る
計

画
が

策
定

で
き

た
。

ま
た

町
民

会
議

の
提

案
に

よ
り

冊
子

に
よ

る
計

画
書

で
は

な
く

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

形
式

の
わ

か
り

や
す

い
計

画
書

と
な

っ
た

町
民

参
画

の
計

画
策

定
を

行
っ

た
こ

と
で

、
排

出
者

で
あ

る
町

民
一

人
ひ

と
り

の
取

組
が

重
要

で
あ

る
こ

と
が

認
識

さ
れ

た
こ

と

分
別

の
必

要
性

を
理

解
し

て
も

ら
い

、
意

識
を

改
革

し
て

も
ら

う
た

め
の

説
明

―

策
定

さ
れ

た
「

東
員

町
ご

み
ゼ

ロ
プ

ラ
ン

」
を

各
戸
に

配
布

す
る

な
ど

の
周

知
を

行
う

と
と

も
に

、
「

東
員

町
ご

み
ゼ

ロ
プ

ラ
ン

推
進

委
員

会
」

を
設

置
し

ご
み

ゼ
ロ

施
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

ご
み

行
政

の
計

画
段

階
か

ら
住

民
参

画
・

協
働

を
図

る
こ

と
で

、
町

民
の

意
識

の
向

上
、

住
民

へ
の

情
報

発
信

、
町

民
目

線
の

意
見

の
反

映
が

図
れ

る
と

と
も

に
、

ご
み

施
策

の
実

施
段

階
に

お
い

て
も

参
画

・
協

働
と

い
っ

た
形

で
住

民
の

協
力

を
得

ら
れ

や
す

い
と

考
え

ら
れ

る
。

計
画

段
階

へ
の

住
民

意
見

の
反

映
と

い
う

こ
と

で
は

パ
ブ

コ
メ

実
施

と
い

う
方

法
も

あ
る

が
限

ら
れ

た
意

見
反

映
に

止
ま

る
た

め
、

町
民

目
線

の
計

画
策

定
を

行
う

た
め

に
は

東
員

町
の

手
法

は
有

効
な

方
法

と
考

え
る

。

1
5

一
般

廃
棄

物
全

般

施
策

・
計

画
普

及
啓

発
エ

コ
パ

ー
ト

ナ
ー

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
事

業

H
1
9

津
市

―

6
9
6
千

円
・

市
民

と
の

連
携

、
協

働
の

場
の

提
供

・
情

報
発

信
、

普
及

啓
発

・
人

材
育

成
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り

市
民

団
体

が
運

営
主

体
と

な
る

エ
コ

活
動

セ
ン

タ
ー

を
焼

却
施

設
内

に
整

備
し

、
情

報
発

信
、

人
材

育
成

、
環

境
学

習
な

ど
の

拠
点

と
し

て
活

動

市
民

団
体

が
運

営
主

体
と

な
る

エ
コ

活
動
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

情
報

発
信

（
広

報
誌

の
発

行
等

）
、

環
境

学
習

（
エ

コ
講

座
の

実
施

等
）

、
人

材
育

成
（

エ
コ

活
動

リ
ー

ダ
ー

養
成

等
）

の
活

動
を

実
施

活
動

の
拠

点
を

整
備

し
た

こ
と

に
よ

り
、

住
民

や
N
P
O
等

と
の

連
携

、
情

報
交

換
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
が

可
能

と
な

っ
た

運
営

主
体

と
な

る
団

体
の

発
掘

、
セ

ン
タ

ー
の

事
業

に
参

加
す

る
人

材
等

の
発

掘

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
て

、
セ

ン
タ

ー
、

市
、

市
民

、
N
P
O
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る

現
在

も
講

習
会

、
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

開
催

、
ご

み
処

理
施

設
の

見
学

受
入

、
小

学
校

で
の

出
前

授
業

、
津

祭
り

へ
の

出
店

な
ど

の
活

動
を

通
し

て
、

市
民

や
N
P
O
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

を
図

っ
て

い
る

個
々

の
住

民
や

N
P
O
等

の
取

組
を

連
携

さ
せ

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

す
る

こ
と

で
取

組
の

相
乗

効
果

が
出

て
広

が
り

が
生

ま
れ

る
。

そ
の

た
め

に
は

個
々

の
住

民
や

N
P
O
等

の
活

動
の

情
報

収
集

し
、

マ
ッ

チ
ン

グ
等

を
行

う
拠

点
と

な
る

施
設

の
存

在
が

重
要

と
な

る
と

考
え

ら
れ

る
。

特
に

市
町

村
合

併
に

よ
る

広
域
行

政
の

も
と

で
は

、
住

民
や

N
P
O
等

の
広

域
的

な
連

携
の

重
要

性
が

増
す

た
め

、
こ

の
よ

う
な

拠
点

の
必

要
性

は
大

き
い

の
で

は

1
6

一
般

廃
棄

物
全

般

施
策

・
計

画
容

器
包

装 (
レ

ジ
袋

)
等

複
合

的
な

ご
み

減
量

・
リ

サ
イ

ク
ル

施
策

検
討

事
業

H
2
1

四
日

市
市

2
,
6
1
6

千
円

1
,
3
0
0

千
円

・
住

民
・

N
P
O
・

事
業

者
等

と
連

携
し

た
レ

ジ
袋

有
料

化
や

簡
易

包
装

等
の

複
合

的
な

ご
み

減
量

施
策

の
実

施
・

消
費

者
へ

の
普

及
啓

発
と

消
費

行
動

を
通

じ
た

実
践

住
民

・
N
P
O
・

事
業

者
等

か
ら

成
る

「
ご

み
減

量
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

協
議

会
」

で
の

議
論

を
経

て
、

レ
ジ

袋
有

料
化

、
簡

易
包

装
の

推
進

、
資

源
拠

点
回

収
の

実
施

な
ど

複
合

的
な

ご
み

減
量

対
策

に
取

り
組

む
「

ご
み

減
量

リ
サ

イ
ク

ル
推

進
店

制
度

」
を

創
設

し
、

市
と

協
定

を
結

ん
だ

事
業

者
を

推
進

店
と

し
て

積
極

的
に

P
R

ス
ー

パ
ー

等
の

1
4

事
業

者
5
0
店

舗
（

う
ち

レ
ジ

袋
有

料
化

は
4
6
店

舗
）

、
8
商

店
街

と
ご

み
減

量
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

店
に

関
す

る
協

定
を

締
結

し
H
2
2
年

4
月

か
ら

取
組

を
開

始
。

ま
た

生
活

圏
が

共
通

し
て

い
る

朝
日

町
、

川
越

町
に

お
い

て
も
同

時
に

制
度

を
開

始
し

た

協
議

会
の

議
論

を
通

じ
て

参
加

者
の

意
識

が
高

ま
り

、
レ

ジ
袋

有
料

化
等

の
取

組
に

理
解

が
得

ら
れ

た
こ

と

レ
ジ

袋
有

料
化

の
一

斉
実

施
の

た
め

事
業

者
の

足
並

み
を

揃
え

る
こ

と

・
レ

ジ
袋

有
料

化
に

伴
う

収
益

金
の

有
益

な
使

途
・

推
進

店
制

度
の

レ
ジ

袋
有

料
化

以
外

の
項

目
（

レ
ジ

袋
以

外
の

包
装

資
材

の
削

減
や

リ
サ

イ
ク

ル
）

の
推

進

レ
ジ

袋
有

料
化

は
確

実
に

住
民

に
定

着
し

て
き

て
い

る
が

、
レ

ジ
袋

以
外

の
簡

易
包

装
の

推
進

等
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

四
日

市
市

の
取

組
は

、
レ

ジ
袋

有
料

化
に

加
え

簡
易

包
装

の
推

進
や

資
源

物
回

収
拠

点
の

実
施

な
ど

事
業

者
の

ご
み

削
減

へ
の

取
組

を
複

合
的

に
進

め
る

点
、

ま
た

推
進

店
と

し
て

P
R
す

る
点

が
、

他
の

市
町

の
レ

ジ
袋

有
料

化
の

取
組

と
異

な
り

特
徴

的
な

も
の

で
あ

る
。

こ
れ

は
レ

ジ
袋

有
料

化
の

次
の

展
開

を
考

え
る

う
え

で
の

示
唆

と
な

る
の

で
は

な
い

か
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  番 号
区

分
分

類
タ

ー
ゲ

ッ
ト

モ
デ

ル
事

業
名

年 度
市

町
名

事
業

費
補

助
額

ね
ら

い
概

要
成

果
成

功
要

因
苦

労
し

た
点

浮
か

び
上

が
っ

た
課

題
そ

の
後

の
経

過
他

市
町

へ
の

普
及

検
討

1
7

家
庭

系
ご

み
資

源
化

資
源

ご
み

資
源

ご
み

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
整

備

H
1
7

H
1
8

東
員

町
1
,
4
0
0

千
円

5
7
4

千
円

・
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

を
団

地
内

に
整

備
し

、
自

治
会

が
そ

の
運

営
を

担
う

こ
と

で
、

行
政

費
用

を
削

減
・

住
民

の
ご

み
減

量
等

に
対

す
る

意
識

向
上

新
聞

、
雑

誌
、

段
ボ

ー
ル

の
取

集
拠

点
と

な
る

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
を

団
地

内
に

整
備

し
、

そ
の

管
理

運
営

は
自

治
会

が
担

う

自
治

会
に

よ
る

収
集

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

可
燃

ご
み

と
し

て
出

さ
れ

て
い

た
も

の
が

、
資

源
ご

み
と

し
て

取
り

扱
わ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

ご
み

の
再

資
源

化
に

つ
な

が
っ

た

自
治

会
の

理
解

が
得

ら
れ

た
こ

と

―

・
収

集
場

所
へ

運
搬

す
る

こ
と

が
困

難
な

高
齢

者
や

障
が

い
者

の
方

々
へ

の
対

応
が

必
要

―

他
市

町
へ

も
展

開
可

能
な

事
例

と
考

え
ら

れ
る

1
8

家
庭

系
ご

み
資

源
化

資
源

ご
み

資
源

物
回

収
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
整

備

H
1
7

H
1
8

伊
勢

市
3
,
8
1
9

千
円

・
資

源
物

収
集

拠
点

を
集

約
す

べ
、

小
学

校
区

単
位

で
資

源
回

収
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

整
備

し
、

行
政

の
資

源
物

収
集

の
効

率
化

及
 
び

住
民

の
利

便
性

向
上

を
図

る
・

自
治

会
が

そ
の

運
営

を
担

う
こ

と
で

、
ご

み
減

量
等

に
 
対

す
る

意
識

向
上

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
る

小
学

校
区

単
位

で
１

カ
所

、
雑

誌
や

ビ
ン

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
等

を
持

ち
込

め
る

資
源

回
収

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
整

備
し

、
そ

の
管

理
運

営
は

自
治

会
が

担
う

従
来

の
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

２
０

カ
所

削
減

さ
れ

た
こ

と
で

、
収

集
効

率
が

向
上

、
ま

た
常

時
利

用
で

き
る

た
め

、
住

民
の

利
便

性
が

向
上

自
治
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また、リユースショップ「もったいないやん」の運営、行事予定等を掲載した

「ひなたぼっこ通信」の発行、平成 21 年 10 月の堆肥舎増設などにより取組を

拡大しています。 

平成 22 年度は、堆肥化技術の向上はもとより鳥羽市リサイクルパークで生成

された堆肥を農業に活用して、その堆肥によって有機栽培の野菜を育てるという

資源循環型社会の構築や地域の活動団体の育成、交流を目的に、「2011 堆肥化

技術研究第２回生ごみリサイクルフォーラム in 鳥羽」を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２回生ごみリサイクルフォーラム in 鳥羽 
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現在 23 年 8 月現在、伊賀市 9 社 17 店・名張市 9 社 14 店でレジ袋有料化が実施

され、レジ袋辞退率も平成 22 年 7 月～平成 23 年 6 月で伊賀市 88.6％・名張市 92.5％

と高い率を保っています。 

  また、有料化の「収益金」の使途については、市民のみなさんに納得いただける地域

への還元のあり方を検討しています。 

  



-25- 

 

８ －３ レジ袋有料化検討事業：松阪市･明和町･多気町･大台町･ 

玉城町･大紀町 
 H20 モデル事業 

( 補助額：756 千円 ) 

隣接する松阪市、明和町、多気町、大台町、玉城町及び大紀町では、レジ袋削

減・マイバッグ持参の推進をめざし、広域ブロックが一体となり住民・事業者・

団体・行政等で構成する一元的な検討組織を設置し、レジ袋有料化や啓発活動等

について検討するとともに、市町ごとに啓発活動を実施しました。その結果、平

成20年11月11日からドラッグストアも含めた広域でのレジ袋同時一斉有料化が

開始されました。 

    

 

 

        

 

 

 

 

 

 

                           協定式 

【事業の成果】 

１ １市５町が連携して取り組んでいくため、住民・事業者・行政で構成する市町横

断の一元的な検討組織を設置し、取組の推進方針や取組内容の検討を行ったことで、

広域一体で取り組む上での合意形成を、スムースかつ効率的に図ることができた。 

   ２ 合意内容に基づき、地域で取組を支える協定方式体制のもとで、各市町ごとに

検討会メンバーを中心とする地域住民の協力のもと、告知キャンペーンＰＲが展

開され、住民の取組への理解が促進された。 

    ３ １市５町が一体となり、合同協定式など効果的なＰＲ・啓発も行ったことで、

行政区分を超えた広域圏全体のレジ袋有料化に向けた気運が醸成された。 

       ４ 平成 20 年 11 月 11 日より、１市５町同時に 13 社 67 店舗（主要スーパー、

ドラッグストア、ホームセンター）という大規模でのレジ袋有料化が一斉にスター

トした。 

        ５ スタートからレジ袋辞退率は、約９０％を維持し、順調に推移している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

マイバッグ等 普及･啓発

で買い物

 支援する。

実績報告

ＰＲ活動の支援 ＰＲ活動の支援

   う。

啓発の支援

びかけるとともに、協定に

市民及び町民

ついて効果的なＰＲ活動を行

もってこに！マイバッグ
（レジ袋有料化）検討会

参加する事業者を積極的

協定に参加する事業者・住民

事業者 市民及び町民団体

レジ袋の削減を住民に呼協定でレジ袋削減目標を

設定したうえで、マイバッグ

等の持参促進及びレジ袋

削減に積極的に取り組む

団体の取組みの普及・拡大に

松阪市・多気町・明和町・

大台町・玉城町・大紀町

松阪地域の推進体
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 平成 23 年 8 月には、12 社 67 店でレジ袋有料化が実施されており、レジ袋辞

退率は、90.9％と高い率になっています。 

レジ袋有料化によって協定事業者から集 

められた「収益金」は、平成 22 年度に次 

のとおり活用されました。 

①植物を育てることで、子どもたちに環 

境・自然の大切さを感じてもらうため、 

各小学校にアサガオ・ヘチマの種、プ 

ランター、培養土を配布。 

 

 

 

②地球温暖化防止の一環として地域の高校生に依 

頼し、育ててもらったアサガオ・ゴーヤの苗を小

学校・保育園等の公共施設や団体で希望する所に

緑のカーテン事業として配布。 

    

     

  

市庁舎壁面の緑のカーテン 
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なお、平成 21 年度から、「東員町クリーン作戦

委員会」（平成４年４月発足の町民からなる組織）

において、不法投棄一斉清掃活動、フリーマーケッ

トの開催、農業商工祭でのごみ分別啓発活動などの

地域住民によるごみ減量化の取組を進めています。 
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平成 22 年 3 月 15 日協定 駅前でのキャンペーン 
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 市町のごみ減量化等の取組状況 資料３
( 市町取組状況調査  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 1/5 

 

* H18調査はアンケートの質問項目が大きく異なるため、H19調査と比較しています。 
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資料３ 市町のごみ減量化等の取組状況 
( 市町取組状況調査  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 2/5 

 

  



-42- 

 

資料３ 市町のごみ減量化等の取組状況 
( 市町取組状況調査  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 3/5 
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資料３ 市町のごみ減量化等の取組状況 
( 市町取組状況調査  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 4/5 
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資料３ 市町のごみ減量化等の取組状況 
( 市町取組状況調査  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 5/5 
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 県内市町の事業系ごみの処理料金体系 資料４
( 平成 28 年６月現在 ) 

 

  

市町名 事業系可燃ごみ処分単価
現行換算値
（円/kg）

料金変更
実施時期

換算値
(変更)

（円/kg）

料金変更
実施時期

換算値
(H17年当初)

(円/kg)

津市 20kgまで300円、10kgごとに150円加算 15.0 平成16年４月 11.0

四日市市 10㎏ごとに164円 16.4 平成26年４月 16.0 平成17年10月 10.5

伊勢市
10kgにつき108円加算
(10円未満の端数は切り捨て)

10.8 平成26年４月 10.5
平成24年10月
(60㎏以下有料化)

10.5

松阪市 10kgにつき150円 15.0
平成27年４月
 (100㎏以下有料化)

15.0 平成21年８月 10.0

桑名市
100kg未満2,000円、
100kg以上10kgにつき200円加算

20.0 平成20年４月 15.0

鈴鹿市 20kgごとに320円 16.0 平成18年４月 10.5

名張市 10kgごとに120円 12.0 平成20年10月 6.0

尾鷲市 50kgまで500円、以降10kgごとに100円 10.0 平成25年４月 2.0

亀山市 10kg当たり160円 16.0 平成27年４月 10.0

鳥羽市 10kgあたり170円 17.0 平成26年４月 8.0 平成18年10月 6.0

熊野市 10kg当たり61円 6.1 平成26年４月 6.0

いなべ市
100kg未満2,000円、
100kg以上10kgにつき200円加算

20.0 平成20年４月 15.0

志摩市 10kgあたり170円 17.0 平成26年４月 5.0 平成16年10月

【旧浜島町】4.0
【旧大王町】3.0
【旧志摩町】5.0
【旧阿児町】3.0
【旧磯部町】3.0

伊賀市 50kg単位500円 10.0 平成15年４月 2.1

木曽岬町
100kg未満 2,000円、
100kg以上 10kgにつき200円加算

20.0 平成20年４月 15.0

東員町
100kg未満 2,000円、
100kg以上 10kgにつき200円加算

20.0 平成20年４月 15.0

菰野町
100kg未満 1,000円、
100kg以上 10kgにつき100円加算

10.0

朝日町
100kg未満 2,000円、
100kg以上 10kgにつき200円加算
(10kg未満の端数は切り上げ）

20.0 平成20年４月 16.0

川越町
100kg未満 2,000円、
100kg以上 10kgにつき200円加算
(10kg未満の端数は切り上げ)

20.0 平成20年４月 16.0

(収集ごみ)10kgで100円、 10kgごとに 100円 10.0

(持込ごみ)10kgで100円、 10kgごとに 100円 10.0 平成23年４月 5.0

明和町
10kgあたり108円
(10円未満の端数は切り捨て)

10.8 平成26年４月 10.5
平成24年10月
(60kg以下有料化)

10.5

大台町 10kg当たり100円 10.0

玉城町
10kgあたり108円
(10円未満の端数は切り捨て)

10.8 平成26年４月 10.5
平成24年10月
(60㎏以下有料化)

10.5

度会町
10kgあたり108円
(10円未満の端数は切り捨て)

10.8 平成26年４月 10.5
平成24年10月
(60㎏以下有料化)

10.5

大紀町 10kg当たり100円 10.0

南伊勢町 10kgにつき 30円 3.0 平成17年10月
【旧南勢町】5.0
【旧南島町】3.0

紀北町
40kgまで100円、 40kgを超えるものについては
40kg単位ごとに 100円増

2.5 平成18年４月 3.0

御浜町 受け入れていない   

紀宝町 受け入れていない

換算値 ：各市町の処理料金を比較するために、次のルールの下、1kgあたりの単価（換算値）を設定

・○kg以下△円、○kgを超える場合は◇円→換算値 ：△円／○kg

・○kg未満無料、○kgは△円、○kgを超える場合は◇円→換算値 ：△円／○kg

多気町

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←
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 フリーマーケットの開催状況 資料５
（ 平成 17年度実績 ） 

 

市町名 名称 来場者数（人） 市町の実施内容

桑名市 子どもリユースマーケット 約300 実施主体

木曽岬町 産業文化祭 不明 開催、支援、情報提供

東員町 東員フリーマーケット 300 支援、情報提供塔

4,826

4734

4276

約1,100

約500

鈴鹿市 フリーマーケット 不明 開催、情報提供

亀山市
不用品バザー
(クローバーフェスタ･あいあいまつり)

約2,000
(イベント来場者

数)
会場･情報提供

津市 環境フェア 約5,500 開催

ワークセンターフェスティバル内
でのフリーマーケット

約3,000 開催･支援

嬉野おおきんまつり 約10,000 開催、支援、情報提供

商工まつり 約3,000 支援・情報提供等

飯南ふれあいまつり 約3,000 開催、支援、情報提供

情報提供、広報

多気町 情報提供

大紀町 情報提供

情報提供

ステーション祭 約2,000 場所提供

山村フェア 約2,000 場所提供

各地区文化祭 各500 場所提供

伊勢市環境リサイクルフェア 約30,000 開催、情報提供

5周年記念イベント 約1,200 支援、情報提供

ウィンターイベント 約2,000 支援、情報提供

度会町 宮リバー度会パーク春まつり 約500 開催、支援、情報提供

伊賀市 環境フェスティバル 3,000 開催

松阪市

伊勢市

リサイクルフェア 約2,000

大台町

後援

川越町 川越町フリーマーケット 開催、支援、情報提供

四日市市 フリーマーケットin四日市ドーム
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資料５ フリーマーケットの開催状況 
（ 平成 22年度実績 ） 

 
  

市町名 名称 来場者数（人） 市町の実施内容

津市 つ･環境フェア 約4,500 共催

3,051

3,540

3,401

伊勢市 開催支援

明和町 開催支援、情報提供等

玉城町 市町ブースの提供

ワークセンターフェスティバル 約5,000

飯南ふれあいまつり 約7,500

嬉野おおきんまつり 約12,000

桑名市 情報交換板 約23,000 支援

鈴鹿市 リサイクルフェア 約200 開催

名張市 名張桜まつり 30,000 会場提供

鳥羽市 ひだまりフェスタ 約2,300 支援、情報提供

東員町 東員フリーマーケット 約300 開催

菰野町 第11回リサイクルイベント 約60 不用品回収支援

川越町 川越町ふれあい祭 約1,500 支援

多気町 情報提供

大紀町 開催、支援、情報提供等

情報提供

どんとこいまつり 3,000 開催

度会町 宮リバー度会パーク春まつり 約4,000 開催、支援等

支援･情報提供

大台町

香肌奥伊勢リサイクルフェア 約2,000

松阪市

もったいないフェア 5,000

四日市市 フリーマーケットin四日市ドーム 後援
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資料５ フリーマーケットの開催状況 
（ 平成 27年度実績 ） 

 

  

市町名 名称 来場者数（人） 市町の実施内容

津市 つ・環境フェア 約5,500 共催、情報提供等

約2,500 支援

約2,500 支援

約2,500 支援

伊勢市 開催支援

明和町 開催支援、情報提供

玉城町 市町ブースの提供

支援、情報提供

春まつり 約5,000 開催、支援、情報提供

鳥羽市 ひだまりフェスタ 約150 支援・情報提供等

木曽岬町
伸び行く木曽岬町のふれあい広場
2016

約1,000 募集、開催、場所提供等

第45回東員フリーマーケット 約1,000 開催

第46回東員フリーマーケット 約1,000 開催

菰野町 第16回リサイクルイベント 約100 不用品回収の支援

川越町 川越ふれあい祭 約1,500 開催、支援

多気町 情報提供、広報

大紀町 支援、情報提供

情報提供、広報

どーんと健康・福祉・介護・医療・
エコフェスティバル

約200 開催

どんとこい大台まつり 約10,000 開催

御浜町 みはまげんきまつり（月１回） 約480 支援、情報提供

紀宝町 紀宝町健康祭り 数百 開催・情報提供等

約2,000

約1,500

四日市市
フリーマーケットin四日市ドーム
              vol.49～51

東員町

大台町

もったいないフェア

度会町

香肌奥伊勢リサイクルフェア
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 容器包装リサイクル法による分別収集取組状況 資料６

 

  

（○実施、●計画のみ）

白色ﾄﾚｲ

H17年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

H22年 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇

H22年 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ●

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ●

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プラスチック製容器包装 スチール

製容器

包装

アルミ

製容器

包装

飲料用
紙製
容器

段
ボール
製容器

ペット
ボトル

市町名
無色

ガラス
茶色

ガラス
その他
ガラス

紙製
容器
包装

年度

津市

四日市市

伊勢市

松阪市

鈴鹿市

桑名市

いなべ市

熊野市

鳥羽市

亀山市

尾鷲市

名張市
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資料６ 容器包装リサイクル法による分別収集取組状況 

  

（○実施、●計画のみ）

白色ﾄﾚｲ

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○

H22年 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○

H22年 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

度会町

玉城町

大台町

明和町

多気町

川越町

朝日町

菰野町

東員町

木曽岬町

伊賀市

志摩市

市町名 年度
無色

ガラス
茶色

ガラス
その他
ガラス

紙製
容器
包装

ペット
ボトル

プラスチック製容器包装 スチール

製容器

包装

アルミ

製容器

包装

飲料用
紙製
容器

段
ボール
製容器
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資料６ 容器包装リサイクル法による分別収集取組状況 

 
  

（○実施、●計画のみ）

白色ﾄﾚｲ

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17年 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

H22年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

紀宝町

御浜町

紀北町

南伊勢町

大紀町

市町名 年度
無色

ガラス
茶色

ガラス
その他
ガラス

飲料用
紙製
容器

段
ボール
製容器

紙製
容器
包装

ペット
ボトル

プラスチック製容器包装 スチール

製容器

包装

アルミ

製容器

包装
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 生ごみ処理機購入助成制度の状況 資料７
(平成 28 年６月現在) 

  

市町名 対象とする機器の種類 助成額

コンポスト 購入金額の1/2（上限3,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限25,000円）

四日市市 電気式生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限15,000円）

伊勢市 生ごみ処理機全般 購入金額の1/2（上限30,000円）

松阪市 生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

コンポスト容器 購入金額の1/2（上限5,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限15,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限15,000円）

名張市 平成26年度末から助成なし －－－

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限5,000円）1世帯2基まで

亀山市 ぼかし・コンポスト・電気式 購入金額の1/2（上限25,000円）

鳥羽市 生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限20,000円）

電気式生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）1世帯1基まで

生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限3,000円）1世帯2基まで

いなべ市 生ごみ堆肥化容器 購入価格の1/2（上限5,000円）

志摩市 電気式生ごみ処理機 購入価格の2/3（上限40,000円）

電動生ごみ処理機 購入金額の1/3（上限20,000円）1世帯1基まで

コンポスト容器 購入金額の1/3（上限3,000円） 1世帯2基まで

生ごみ処理槽 購入金額の1/2（上限20,000円）

コンポスト 購入金額の1/2（上限4,000円）1世帯2基まで

生ごみ堆肥化容器 購入金額の1/2（上限4,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

菰野町 平成21年度末から助成なし －－－

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限50,000円）

生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限10,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限50,000円）

生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限10,000円）

多気町 家庭用生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

生ごみコンポスト 購入金額の1/2（上限30,000円）

電気式生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

非電気式生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限4,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限20,000円）

生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限2,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限5,000円）

生ごみ処理機 購入金額の1 /2（上限30,000円） 1世帯1基まで

生ごみ処理容器 購入金額の1 /2 1世帯2基まで

生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限20,000円）

コンポスト容器 購入金額の1/2（上限3,000円）

生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限10,000円）

電動生ごみ処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

家庭用電気式処理機・手動撹拌式処理機 購入金額の1/2（上限30,000円）

家庭用生ごみ処理容器 購入金額の1/2（上限5,000円）

電気式等 購入金額の1/2（上限30,000円）

コンポスト等 購入金額の1/2（上限4,000円）

南伊勢町

紀北町

御浜町

紀宝町

明和町

玉城町

度会町

大台町

大紀町

伊賀市

木曽岬町

東員町

朝日町

川越町

津市

桑名市

鈴鹿市

尾鷲市

熊野市
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 集団回収助成制度の状況 資料８
(平成 28 年６月現在) 

 
  

市町名 助成対象品目
助成額

（円／ｋｇ）

津市 新聞、雑誌、段ボール、飲料用紙パック、金属類(缶）、布類、びん類 6

四日市市 新聞、雑誌、チラシ、段ボール、布類 4

新聞、雑誌類、段ボール、紙パック、布類、スチール缶、アルミ缶 3

リターナブルびん 3 円／本

新聞、雑誌、雑紙、段ボール、牛乳パック、布類 3

びん類（リターナブルびん） 3 円／本

桑名市 －－－ －

鈴鹿市 新聞、雑誌類、段ボール類、金属類、アルミ類、びん類、布類 4

名張市 －－－ －

尾鷲市 新聞紙、雑誌類、段ボール、その他古紙 5

紙類、金属類、ペットボトル、ペットボトルキャップ 7(業者引渡 4)

布類、ビン類、白色トレイ 4

飲料用缶 7

廃食油、小型家電 20

鳥羽市 段ボール、雑誌、新聞、牛乳パック、アルミ缶、びん 2

熊野市 －－－ －

いなべ市 －－－ －

紙類、布類、缶類、その他資源 5

びん類 3 円／本

伊賀市 古紙類、古布類 3

木曽岬町
新聞類 、雑誌、段ボール、牛乳パック、布類、缶類、紙類、びん類、
ペットボトル、トレイ

4

東員町 紙、布 6

菰野町 －－－ －

朝日町 紙類、布、アルミ 5

川越町 紙類、布、アルミ 5

多気町 紙類、布類、缶類（アルミ、スチール）、びん類 5

明和町 段ボール、新聞、雑誌、紙パック、布類、アルミ 5

紙類、布、缶 5

びん 5 円／本

玉城町 紙、布、アルミ、牛乳パック 3

度会町 －－－ －

紙類 5

缶類 3

びん類 2

南伊勢町 廃乾電池 3円／個

紀北町 －－－ －

御浜町 －－－ －

紀宝町 －－－ －

伊勢市

松阪市

亀山市

志摩市

大台町

大紀町



-54- 

 

 事業者のごみ減量化等取組状況 資料９
( 事業者アンケート  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 1/3 
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資料９ 事業者のごみ減量化等取組状況 
( 事業者アンケート  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 2/3 
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資料９ 事業者のごみ減量化等取組状況 
( 事業者アンケート  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 3/3 
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 ＮＰＯ等団体のごみ減量化等の取組状況 資料１０
( ＮＰＯ等団体アンケート  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 1/3 
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資料１０ ＮＰＯ等団体のごみ減量化等の取組状況 
( ＮＰＯ等団体アンケート  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 2/3 
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資料１０ ＮＰＯ等団体のごみ減量化等の取組状況 
( ＮＰＯ等団体アンケート  取組当初、短期目標年度、中期目標年度の比較 ) 3/3 
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 市町別 家庭系ごみ排出量とごみ減量化施作 資料１２

 市
町
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 市町別 最終処分量 資料１４

 

  

Ｂ

対H14

ごみ増減量

Ｂ－Ａ

対H14

増減率

（％）

Ｃ

対H14

ごみ増減量

Ｃ－Ａ

対H14

増減率

（％）

Ｄ

県全体に

占める割

合

（％）

対H14

ごみ増減量

Ｄ－Ａ

対H14

増減率

（％）

津    市 40,397 20,011 ▲ 20,386 ▲ 50.5 11,274 ▲ 29,123 ▲ 72.1 7,629 21.7 ▲ 32,768 ▲ 81.1

四日市市 29,390 18,434 ▲ 10,956 ▲ 37.3 14,787 ▲ 14,603 ▲ 49.7 8,380 23.8 ▲ 21,010 ▲ 71.5

伊 勢 市 8,224 1,628 ▲ 6,596 ▲ 80.2 207 ▲ 8,017 ▲ 97.5 138 0.4 ▲ 8,086 ▲ 98.3

松 阪 市 10,072 8,456 ▲ 1,616 ▲ 16.0 7,722 ▲ 2,350 ▲ 23.3 8,078 23.0 ▲ 1,994 ▲ 19.8

桑 名 市 6,049 5,903 ▲ 146 ▲ 2.4 2,006 ▲ 4,043 ▲ 66.8 2,347 6.7 ▲ 3,702 ▲ 61.2

鈴 鹿 市 8,918 7,043 ▲ 1,875 ▲ 21.0 2,705 ▲ 6,213 ▲ 69.7 1,554 4.4 ▲ 7,364 ▲ 82.6

名 張 市 11,918 11,115 ▲ 803 ▲ 6.7 1,188 ▲ 10,730 ▲ 90.0 1,161 3.3 ▲ 10,757 ▲ 90.3

尾 鷲 市 802 220 ▲ 582 ▲ 72.6 108 ▲ 694 ▲ 86.5 109 0.3 ▲ 693 ▲ 86.4

亀 山 市 1,571 999 ▲ 572 ▲ 36.4 20 ▲ 1,551 ▲ 98.7 0 0.0 ▲ 1,571 ▲ 100.0

鳥 羽 市 3,455 3,027 ▲ 428 ▲ 12.4 1,530 ▲ 1,925 ▲ 55.7 87 0.2 ▲ 3,368 ▲ 97.5

熊 野 市 1,039 242 ▲ 797 ▲ 76.7 151 ▲ 888 ▲ 85.5 147 0.4 ▲ 892 ▲ 85.9

いなべ市 3,979 6,151 2,172 54.6 924 ▲ 3,055 ▲ 76.8 690 2.0 ▲ 3,289 ▲ 82.7

志 摩 市 7,464 5,502 ▲ 1,962 ▲ 26.3 4,908 ▲ 2,556 ▲ 34.2 402 1.1 ▲ 7,062 ▲ 94.6

伊 賀 市 7,925 2,056 ▲ 5,869 ▲ 74.1 1,629 ▲ 6,296 ▲ 79.4 1,506 4.3 ▲ 6,419 ▲ 81.0

市 計 141,203 90,787 ▲ 50,416 ▲ 35.7 49,159 ▲ 92,044 ▲ 65.2 32,228 91.7 ▲ 108,975 ▲ 77.2

木曽岬町 182 149 ▲ 33 ▲ 18.1 52 ▲ 130 ▲ 71.4 31 0.1 ▲ 151 ▲ 83.0

東 員 町 510 390 ▲ 120 ▲ 23.5 1,322 812 159.2 142 0.4 ▲ 368 ▲ 72.2

菰 野 町 826 397 ▲ 429 ▲ 51.9 165 ▲ 661 ▲ 80.0 157 0.4 ▲ 669 ▲ 81.0

朝 日 町 362 304 ▲ 58 ▲ 16.0 342 ▲ 20 ▲ 5.5 0 0.0 ▲ 362 ▲ 100.0

川 越 町 675 540 ▲ 135 ▲ 20.0 481 ▲ 194 ▲ 28.7 0 0.0 ▲ 675 ▲ 100.0

多 気 町 600 379 ▲ 221 ▲ 36.8 279 ▲ 321 ▲ 53.5 306 0.9 ▲ 294 ▲ 49.0

明 和 町 905 365 ▲ 540 ▲ 59.7 176 ▲ 729 ▲ 80.6 151 0.4 ▲ 754 ▲ 83.3

大 台 町 48 124 76 158.3 33 ▲ 15 ▲ 31.3 44 0.1 ▲ 4 ▲ 8.3

玉 城 町 493 90 ▲ 403 ▲ 81.7 17 ▲ 476 ▲ 96.6 14 0.0 ▲ 479 ▲ 97.2

度 会 町 247 16 ▲ 231 ▲ 93.5 0 ▲ 247 ▲ 100.0 0 0.0 ▲ 247 ▲ 100.0

大 紀 町 140 31 ▲ 109 ▲ 77.9 30 ▲ 110 ▲ 78.6 37 0.1 ▲ 103 ▲ 73.6

南伊勢町 1,420 908 ▲ 512 ▲ 36.1 659 ▲ 761 ▲ 53.6 894 2.5 ▲ 526 ▲ 37.0

紀 北 町 2,789 1,516 ▲ 1,273 ▲ 45.6 2,071 ▲ 718 ▲ 25.7 674 1.9 ▲ 2,115 ▲ 75.8

御 浜 町 399 263 ▲ 136 ▲ 34.1 199 ▲ 200 ▲ 50.1 171 0.5 ▲ 228 ▲ 57.1

紀 宝 町 587 438 ▲ 149 ▲ 25.4 324 ▲ 263 ▲ 44.8 291 0.8 ▲ 296 ▲ 50.4

町 計 10,183 5,910 ▲ 4,273 ▲ 42.0 6,150 ▲ 4,033 ▲ 39.6 2,912 8.3 ▲ 7,271 ▲ 71.4

県 計 151,386 96,697 ▲ 54,689 ▲ 36.1 55,309 ▲ 96,077 ▲ 63.5 35,140 100.0 ▲ 116,246 ▲ 76.8

H27(2015)（速報値）

最終処分量（ｔ）

H22(2010)

最終処分量（ｔ）

市町名

H14(2002)

最終処分量

（ｔ）

Ａ

H17(2005)

最終処分量（ｔ）
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 キャラクターを活用した普及啓発 資料１６
１ ごみゼロキャラクターの誕生 

  【経緯】 

   ・平成 19年５月から６月にかけて、キャラクターを募集。 

   ・公募により 912 作品の応募があり、審査を経て７月にキャラクターを決定。 

    ・同年７月から９月にかけて、愛称を募集。 

   ・2112 件の応募があり、平成 19年 10 月 20 日に開催した｢ごみゼロフォーラ

ム｣において愛称を｢ゼロ吉｣と発表。 

   ・同時に、ゼロ吉ファミリー（ゼロパパ、ゼロママ、ゼロ助、ゼロ美）も紹

介されました。 

 

  【キャラクターの紹介】 

 

 
 

僕は、三重の豊かな森から生まれた森の妖精。  

人間で言うと小学 4年生くらいかな。  

僕が大人になった時も自然豊かな三重県であって欲しいから、 

資源を大切にする暮らしをしているよ。 

人間がたくさん出すごみを食べたので、 

今は、ちょっと太めな体だけど、大人になった頃には、 

ダイエットしてスリムになるぞ～。 

 

ゼロ吉 



-66- 

 

 

 

 
 

 

ゼロ助 

ゼロママ 

ゼロパパ 

ゼロ美 
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２ ごみゼロキャラクターを活用した普及啓発 
 

・ゼロ吉テーマソングの制作（公募） 

    子どもから大人まで世代を超えて、親しんでいただけるようなテーマソン

グを公募により募集し、ラジオＣＭなど各種媒体を通して啓発を行いまし

た。平成 21年 11 月発表。 

 

ごみゼロソング歌詞  

① 捨てる前に かんがえる  

３R（スリーアール）だね ゼロパパ【ゼロパパ】  

レジぶくろは いりません  

マイバッグ自慢の ゼロママ【ゼロママ】  

ごみは正しく わけましょう  

分別できるよ ゼロ吉くん【ゼロ吉くん】  

きっと明日は 変わるはず  

青い空が よろこぶよ  

ぼくも がんばろう みんなで めざそう  

わたしも がんばろう みんなで めざそう  

ごみゼロ社会（×４回）  

② 水筒もって でかけるよ  

マイボトルの ゼロ助くん【ゼロ助くん】  

ごはんは残さず 食べます  

すききらいないよ ゼロ美ちゃん【ゼロ美ちゃん】  

物は大事に 使います  

ゼロ吉ファミリー  

きっと明日は たのしいよ  

森の木々が ささやくよ  

ぼくも がんばろう わたしも がんばろう  

みんなで めざそう ごみゼロ社会  

ぼくも がんばろう みんなで めざそう  

わたしも がんばろう みんなで めざそう  

ごみゼロ社会（×４回） 
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・シール（コンビニのダストＢＯＸ用）の制作 

  県と包括協定を締結しているコンビニと協働し、利用者を対象にごみの減

量、分別を啓発するシールを店頭のダストＢＯＸに貼付し、ごみゼロの認

知率及びごみ分別の意識向上に向けた啓発を行いました。（県内サークルＫ

サンクス、ローソン） 

  

 

・駅構内への広告掲出及びペイントバスの運行 

    津駅構内へごみゼロキャラクターを活用した広告を設置するとともに、引

き続き、路線バス車両（鈴鹿管内）を媒体として、「ごみゼロ社会」の実現

に向けた啓発を行いました。 

      

  ・ごみゼロＤＶＤ・パンフレットの作成 

    小学生、中・高学年の児童を対象にした「ごみゼロＤＶＤ」とパンフレットを

平成 20年９月に制作しました。県内の全ての小学校に配布し、小学校の教

材や環境学習情報センターなどの環境学習・教育で活用しています。 
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・ゼロ吉の着ぐるみ（エアゼロ吉）の活用 

  「ゼロ吉」の着ぐるみ（エアゼロ吉）を活用し、県や市町のイベントなどにおい

て、ごみ減量の取組やごみゼロプランの周知・啓発を行っています。 

    平成 21年４月 18日の県民の日のイベントで「ゼロ吉」としてデビュー。 

      

 

・もったいないかみしばい及びもったいない絵本の作成 

  小学校低学年や幼稚園・保育園等の年少者へ積極的に環境教育が実施され

ている状況が明らかとなったことから、年少者を対象に効果的な普及啓発を

行うことができるよう、テキスト以外の新たな普及啓発ツールとして『もっ

たいないみしばい』の公募をしました。 

大人の部で４作品、子どもの部で２作品の応募がありました。選考の結果、

３作品（大人の部２作品、子どもの部１作品）が表彰の対象となりました。 

選考上位の２作品は「もったいないかみしばい」として紙芝居を作成し、

優秀６作品の作品集として「もったいない絵本」を作成し、全市町に配布し

ました。 
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 「ごみゼロ社会」実現に向けた基本方針 資料１７
 

１ 現状認識 

県では、これまで「最適生産、最適消費、廃棄ゼロ」を基調とした持続可能

な資源循環型社会の構築を目指し、ごみの排出抑制・再使用・再生利用や広

域処理システムの構築などに対処してきました。 

この結果、アルミ缶やペットボトル、びん等の飲料容器、新聞紙、段ボール

などは、資源としての有効利用が進み、資源化率も向上し続けています。 

しかし、県内の一人当たりのごみ排出量については、若干の増減はあるもの

の、１０年前とほとんど同じレベルで推移しており、排出されたごみの８０％

は、焼却又は埋立という方法で処分されています。 

この適正処分を中心とする現在のごみ処理システムは、温暖化ガスや有害物

質の排出など環境に対する負荷や、資源の浪費、ごみの収集・運搬、処分に

要する費用の確保といった大きな問題を抱えています。 

この状態がさらに続けば、地球温暖化の進行や資源の枯渇などの環境問題が

深刻化するとともに、施設の更新に伴う膨大な費用負担、埋立処分場の残存

容量のひっ迫といった事態を招き、システム自体が破綻しかねません。 

 

２ 目指すべき社会の姿 

真の資源循環型社会を構築するためには、単に物の生産、消費、回収、再生

利用というサイクルをまわすだけに終わらせず、さらに一歩進めて限りある

資源の消費を抑制し、環境への負荷を可能な限り低減させなければなりませ

ん。 

そのためには、「ごみをどう処理するか」よりも、「ごみを出さない」、「ごみ

をなくす」ことに重点を置き、ごみ処理の体系を持続可能な循環型のものへ

と転換していく必要があります。 

こうした考え方のもと、私たちは、「ごみを出さない生活様式」や「ごみが

出にくい事業活動」が定着し、ごみの発生・排出が極力抑制され、排出され

た不用物は最大限資源として有効利用される「ごみゼロ社会」の実現を目指

します。 

 

３ 基本的な視点 

「ごみゼロ社会」実現に向けては、以下の視点から取り組みます。 

 

（１）意識・価値観・行動の転換 

さらなるごみの減量化のためには、人々のライフスタイルや生産者の事

業活動のあり方にまで踏み込む必要があります。例えば、“スローなライフ

スタイル”すなわち、「手間暇をかけること、良い物を大切に使うことに価

値を見い出すことのできる生活様式」が見直されてくるといったことが、
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今後とても大切になってきます。 

 

こうした考え方のもと、私たちは、 

 「ごみは適正に処理すれば良い」という意識から、「まずごみを出さない」

という意識へ 

 「燃える・燃えない」というごみの分別から、「資源化できる・できない」

という分別へ 

 「効率性・経済性と環境保全はトレードオフの関係」という考え方から、

「それらを両立させる」という考え方へ 

 「目先の利便性優先、量の豊かさ志向」のライフスタイルから、「環境へ

の配慮優先、質の豊かさ志向」のライフスタイルへ 

と、さまざまな意識や価値観、行動の転換を促す取組を積極的に展開し

ていきます。 

 

（２）取組に関する優先順位の明確化 

大切なことは、ごみを“ごみ”として管理（処理）することではなく、

まずごみの発生を抑え、ごみを“未利用資源”として管理（再資源化・利

用）することです。 

このため、まず第一に、物をなるべく長期間使用する、或いは、耐久性

の高い物づくりを行う、過剰包装をしないなど、そもそもごみが発生しな

いよう努める必要があります。 

次に、やむを得ずごみとして発生した物については、製品や部品として

そのまま再使用することが、まず優先されます。再使用できない物は、原

材料として再生利用する必要があります。再生利用もできない物は、熱エ

ネルギーとして回収し暖房や給湯、発電などに有効利用することとなりま

す。 

最後に、どうしても資源として有効利用できない物は、環境に負荷を与

えない方法で適正に処分しなければなりません。 

このように、①発生抑制 ②再使用 ③再生利用 ④熱回収 ⑤適正処

分という取組の優先順位を明確にし、戦略的かつ効率的に進めます。 

 

（３）多様な主体の役割分担の再構築と連携・協働 

「ごみゼロ社会」は一朝一夕に実現するものではありません。ごみに関

わりのあるあらゆる個人・組織が、ごみをなくそうとする熱意、相互の連

帯協力、実践における忍耐力を長期間維持しつつ取り組むことにより、初

めてその姿が見えてくるものです。 

また、「家庭・事業所はごみを出し、行政は適正に処理する」といったよ
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うな、これまでの住民、事業者、行政の役割分担では、上手くいきません。

それぞれができること、やらなければならないことに主体的、積極的に取

り組むことが不可欠です。 

このため、県民、事業者、民間団体、市町村、県などさまざまな主体が、

「ごみゼロ社会」実現に向けて役割分担を再構築し、連携・協働して取り

組みます。 

 

（４）ごみを資源ととらえた地域づくりの展開 

ごみの減量化については、地域の自然的社会的条件やごみ処理の実情な

ど地域の特性に応じて対策を講じることが効果的です。このため、地域で

よく話し合って良い方法を考え、自らの責任において実行していくことが

非常に大切となってきます。 

また、現在焼却や埋立により処分されているごみの中には、資源として

循環利用できるものが多く含まれています。ごみを地域資源と考えれば、

地域産業との融合や、高齢者の活力導入、コミュニティの再生などに向け

た新たな地域づくりの展開が可能となります。 

こうしたことから、地域の創意工夫による、ごみを資源ととらえた地域

づくりに取り組みます。 

 

４ 推進の方向 
（１）取組の期間 

「ごみゼロ社会」実現については、概ね２０年後を目標とし、取組を推

進していきます。 

 

（２）取組の３本柱 

取組にあたっては、次の３つを柱とし具体策を推進していきます。 

 発生抑制の推進 

 環境教育と分別の徹底 

 再資源化の推進 

 

（３）実現に向けたステップアップ・シナリオ 

地域社会の将来像や数値などによる具体的で分かりやすい目標を設定す

るとともに、取組の成果や進捗状況を公表するなど、多様な主体が、実現

に向け着実にステップアップしていくための段階的なシナリオを共有しな

がら取り組みます。 

また、Plan（計画策定）－Do（実施）－Check（点検・評価）－Action

（見直し・改善）のサイクルにより取組全体のマネジメントを行います。 



-73- 

 

（４）当面の取組 

① 協働の素地づくり 

「ごみゼロ社会」実現に向けた道筋を明らかにし、具体的な施策を県民

に示すため、短期・中期・長期的なビジョンや目標を含むプランを策定し

ます。その際、県民、事業者等の理解と協力を得るため、プランづくりへ

の参画機会を提供するとともに、啓発を行います。 

また、プラン策定に必要な基礎データを収集するため、ごみに関する実

態調査や県民意識調査、ごみの減量化手法に関する調査などを実施します。 

 

② モデル事業の実施 

「ごみゼロ社会」実現のためには実験的、先駆的な取組にチャレンジす

ることが不可欠であり、その成功事例を積み重ね県全域での展開につなげ

ていく必要があります。 

このため、リターナブル容器の普及や生ごみのリサイクルに関するシス

テムの構築など、ごみ減量化のための新たなシステムや制度の導入に資す

るモデル事業を実施します。 

 

③モデル事業の評価と取組の改善、取組への参画促進 

モデル事業について評価を行い、その効果や課題を明らかにするととも

に、必要に応じて、プランの見直しや取組の改善を行います。 

また、より多くの県民や事業者等に、プランを共有してもらい主体的に

実践してもらうため、取組への参画・学習機会の提供や啓発を行います。 

 

    

５ 取組の課題 

 県民、事業者、市町村、県それぞれの役割と責任に基づく取組が不可欠であ

り、「ごみゼロ社会」実現に向けたコンセンサスを得ることが必要です。 

 個人や事業者、地方自治体の取組だけでは実現が困難であり、法制度改革等

を積極的に提言するなど、国等に対して働きかけることも必要です。 

 「ごみゼロ社会」の実現は、２０年先の将来を見据えてじっくりと取り組ま

なければならない長期的な課題であり、現行のごみ処理システムについては、

さらなる安全安心の確保が不可欠です。 

 

 

（平成 15年 11 月 25 日公表） 
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